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寓土砂防[$'*楊同時
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山
間
急
傾
斜
地
に
お
け
る

自
然
環
境
に
配
慮
し
だ

建
設
資
材
等
輔
送
方
法

『富
士
山
新
鶴
送
シ
ス
テ
ム
』

出
発
式

富
士
砂
防
工
事
車
務
所
で
は
山
鍵
に
住
ま
フ
符
僚
が
富
土
と
共

に
安
心
し
て
暮
ら
し
‘
地
域
の
さ
ら
な
る
発
康
診
支
え
る
た
め
、

L
A

沢
湖
れ
を
中
心
と
し
た
富
士
山
南
西
山
島
町
土
砂
災
害
に
対
す
る
防

見
事
案
を
展
開
し
て
い
ま
す
.

太
沢
崩
れ
対
策
と
し
ま
し
て
は
土
石
波
の
下
流
峻

へ
の
厳
省
を

〈
い
止
め
る
た
め
扇
状
地
対
策
を
実
絡
す
る
と
共
に
源
頼
械
に
お

い
て
は
斜
面
安
定
‘
福
生
復
元
等
の
銅
賞
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
.

今
後
、
大
沢
湖
れ
対
策
金
富
士
山
五
合
目
付
近
ま
で
の
白
然
環

境
の
盟
か
な
場
所
を
対
象
に
し
て
.
砂
防
工
事
彩
、
本
俗
的
に
実
絡
す

る
に
あ
た
勺
て
は
‘
現
在
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
綱
査
工

事
の
資
材
運
栂
芦
波
に
代
b
る
実
附
的
な
字
段
の
開
姥
が
不
可
欠
で

あ
リ
ま
し
た
・
ま
た
山
建
設
資
後
材
の
遠
権
に
お
い
て
は
そ
ζ

に

生
息
す
る
動
物
や
幡
物
の
生
舗
却
系
易
概
観
容
に
飾
品
ぽ
す
膨

'e極
力

小
さ
〈
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
.

そ
よ
で
也
事
務
所
で
は
井
沢
湖
れ
の
糠
阿
川
誠
な
ど
山
間
急
傾

斜
胞
に
お
け
る
自
然
環
倫
明
に
配

aし
f
-軌
道
方
式
の
資
材
等
輸
送

A
法

の
技
術
開
発
を
か
ね
て
よ
り
温
め
て
ま
い
り
ま
し
た
.

平
成
八
年
八
月
に
は
‘
富
上
富
市
山
首
地
先
に
総
峰
長
3
5
2
m

の
訳
機
軌
粂
の
数
段
が
完

T
し
ま
し
た
.
そ
の
俊

一
連
の
試
験
4

行
を
行
い
安
全
‘
働
能
等
M
V
傭
飽
き
れ
時
以
膨
3
砂
防
ダ
ム
の

施
工
に
よ
の

y
ス
テ
ム
を
造
問
し
.
初
め
て
コ
ン
ク
リ
ト
穆
枠

等
の
資
材
及
ぴ
盛
岳
地
慣
儀
作
業
者
等
の
愉
送
を
行
い

2
次
産
績
を

含
め
て
砂
防
総
設
の
鍾
叡
を
す
す
め
実
例
化
依
験
を
本
俗
的
に
開
始

す
る
ζ
と
と
な
リ
本
ン
ス
テ
ム
町
敷
段
完
了
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

攻
等
の
本
橋
的
緩
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
地
編
者
.
関
係
省
の
管

凶
僚
を
始
め
.
開
発
に
携
わ

っ
た
方
々
に
御
例
結
い
た
だ
き
匂
山
田
発
式
』

を
孝
行
致
し
ま
し
た
・

t~OO!l!霊週
司自勘スイッチをー粛に樽弓'J，1.'JJ醤蟻と'"偏局発買得萄

1m霊園
足元の代衰の方々と抱噌曹の偏
巳初碍〈コンイフ1)-1--)出発

のを合図による大鹿島臨

国 |
挨

拶

峰
崎
省
中
銅
蜘
地
方
拍車
鮫
馬

河
川
Mm-m

浜

口

達

男

砂
防
官
僚
震
は
舵
礎
し
た
山
地
や
.
』
砂

崩
れ
の

u
a
sや
す
い
掃
に
砂
防
I
a
wを
行

ヲ
よ
と
に
よ
り
土
砂
災
害
を
防
ぐ
と
と

も
に
長
い
白
で
見
る
と
隼
や
本

Mvqぇ、

ぬ
が
復
摘
し
動
拘
が
悩
恨
み
つ
く
と
い

勺

た
鑓
境
保
全
の
函
で
du非
漸
に
L
A
切
な
仕

4
で
す
.

E
U
'
の
資
峰
村
を
蓮
如
す
る

た
め
に
正
事
川
温
路
事
で
自
然
に
彪
梱
官
を

干
え
る
ニ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
が
、
ふ
ン
ス

テ

ム

は

織

物

動

拘

・
景
観
写
の
自
然
国

情
慌
に
副
配
慮
さ
れ
た
，
む
の
で
あ
り
寓
j
山

を
す
る
た
め
に
役
吹
っ
・
』
と
は
も
ら
ろ
ん

の
ニ
と
.
令
凶
の
砂
防
仁
怖
の
み
で
れ
ゆ
く

色
々
な
同
組
を
か
か
え
る
山
間
郎
で
の
引

震
に

b
K
M繍
を
眠
う
，む
の
で
す

し
か
し

議議
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団
他府
掬
帰
土
木
鋪
E
S

山
田

代
限

功

砂
防

mE震

薮
下
則
雄

僻
岡
県
で
は

訓持
政
の
指
針
「
俗
間
県
新
世
紀
創
造
計
画
」
を

踏
ま
え
「
鍵
雌
で
心
ふ
札
あ
う
安
心
社
会
」
の
実
m
%
に
向
け
、
京

士
山
の
上
砂
良
也
管
対
策
会
地
峻
の
主
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け

そ
の
徳
選
に
努
め
て
い
去
す
.

又
‘
富
士
山
を
世
界
に
符
れ
る
山
、
そ
の
恵
み
を
符
朱
に
亙
っ

て
享
受
で
き
る
よ
う
一
、
富
士
山
修
会
環
境
保
全
指
針
」
砂
策
定
し

ょ
の
指
針
に
基
づ
き
‘
大
沢
織
れ
対
策
や
富
上
山
の
環
境
・
景
観

保
全
に
取
り
組
ん
で
ま
い
ゆ
た
い
と
与
え
て
釘
り
ま
す
.

今
後
と
も
自
然
に
配
慮
し
た
本
Y
ス
テ
ム
が
、
ま
す
ま
す
活
附

さ
れ
る
こ
と
を
切
箆
す
る
と
と
も
に
、
地
凶
恨
の
管
憾
は

b
と
よ
リ
‘

県
民
同
強
い
願
い
で
も
&
り
ま
す
大
沢
崩
れ
対
策
工
夢

が

早

期

に
又
、
安
全
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
.

富士砂防だより

聞
富
士
宮
市
長

渡
辺

官
土
山
に
ゆ
さ
わ
し
い
愉
送
ン
ス
テ
ム
は
向
か

急
療
に
鎗
〈
重
い
絢
を
選
べ
る
・
そ
し
て
動
物
か
ら
幡
物
ま

で
自
然
に
や
さ
し
い

Y
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
た
ど
さ
、
し
か

b

日
本
で
初
め
て
だ
と
い
う
よ
と
で
日
本

一
の
寓
士
山
の
砂
防
に

ふ
さ
わ
し
い
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
遭
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
.

大
沢
崩
札
は
市民
に
風
情頃
が
緩
い
て
い
ま
す
の
で
‘
こ
れ
ら
に
向

か
っ
て
時
術
革
新
の
第

=
"
と
し
て
よ
の
新
し
い
愉
送
ン
ス
テ
ム

M
V

宛
厳
し
て
い
〈
-
』
と
を
刷
う
も
の
で
あ
り
怠
す
・

(21千成 9竿21"111唱

，~---------------------------------、「富士HEARTシステム」とは 各尉健貧される
富士山大友川鰻合・S貨将遣隊司"，等計膏陶肘"興会，

喝督賞・""周大"".微授);... 

@ 

車E

• 富
士
山
新
峨
送

y
ス
テ
ム
の
機
能
や

符
包
慨
を
表
現

L
企
窓
シ
ス
予
ム
の
名
怜

と
し
て
和
名
で
『
富
士
山
理
境
関
初
型

齢
制

a
E
弐
給
逃
シ
ス
テ

'f
と
名
付
け
、

ニ
れ
を
英
訳
し
頭
文
字
を
愉
畑
山
由
し
.
富

士
山
の
も
つ
量
か
怠
自
然
環
境
や
景
慨

に
や
さ
し
い

γ
ス
テ
ム
盤
ぴ
に
皆
織
に

錯
し
ん
で
頂
き
た
い
と
い
う
慨
点
か
ら

『
富
士

H
E
A
R
T
Y
ス
テ
ム
』
と
命

名
さ
れ
ま
し
た

ら
伝
み
に

H
E
A
R
T
《
ハ
ト
】

の
も
つ
S
S
喋
は
愛
情
・
や
さ
し
さ
で
あ

り
本
シ
ス
テ
ム
を
富
士
山
の
自
然
粛

境
や
策
鰻
に
文
字
と
お
リ
や
さ
し
い
も

の
と
し
て
い
き
札
口
い
と
患
っ
て
い
ま
す

、--------------------・・・・・・・・・・・・・ー'
私に名前をつけて/
富.tHEARTシステム(富羽山l!IlJl

園初磁飢道式新煽送システム}の代表

的慢闘車〈写奥)の.絡を..します.

E._.・ ・園田":'.1.-，，，，...-，. 

..な.:(1D1l)が量れ置い荷物 (3t)が置べ力強いです.

..陶に曲がれ、..t.t錨舗や大 '1，注*'"さけ勺れます.

・樹木町伐鎌・が少"'(て涜みます.

...・が浮いているため、a・の動物が穆E防で，tす.

..の下車.への膨.が少な 〈て涜みます.

.'"事方治 応募はがき (P-7)旦は 郷f庄はがきに.あなたが与えた「甫士HEART;，ステムJの

償問市町愛休を 1点配人し、住所・民計 句齢喰Eを明記して下記へご此.''"ドさい.

・見学鼠.'j輪園田方はご週鯖下さい {出来るだけ配圃させて置きます}

.. 畠 入選(10点院内 1点は係}即された作品町Hには粗品を温'tiします.

・応車岡圃 平成 9年 IHISfI (水)-3J11O日 IJ1) (当日消印有効}

.It 遺 骨'1友 9 年 3 円下旬人選~に直後連絡するとと b に 術開11容で鈍J;!Lます.・E轟 先 処技術市上砂防上本事和奇/広報卯勺

〒川8飾岡県富 I:j¥"，!i"lil.ijLlIOO竜踊 (0:;.11) 21-52引



L富士山への手紙・緯コンクール 】1
砂防局量制定1D'写012念 L富士砂防エ司区事膏所で，. 宮会山仁隼んたニl::. . . 富士山とと色に生8る二と ー

富士山と.. ‘・9・ニ t. .そして鍵Lい富士山をいっaても鑓Lてい 〈免除に oテーマに F富士山へ

の手紙・鎗コ J タール，O.・元富士富市、富士宮司E・R・..舎.(処}富士宮青写会.斯との発信で'"‘L 平成

・写 tlHI自に...eI.1 ・~"日 Sニ，.富士'宮市畏ltit舎館大本 ル仁て ゐ II~震をとり符いS し た

富
士
山
に
学
ん
だ
こ
と

l

美
し
い
富
士
山
を
い
つ
ま
で
も

民
部
副
勝
点
で
は
縁
〈
岡
山
県
か
句
取
た
w倒的
m
M
l
や
匁
古
風
の

闇
犯
を
合
的
入
賞
慣
の
多
設
が
出
織
さ
れ
稿

FMmh却
の
嶋
本

g
f
?ナ
に
よ
る
J

川
会
進
行
に
よ
リ

B

飾
蜘
$
中
和
や
か
に
行

わ
札
・
6
し
た
・
引

-s純
き
地
王
両

1
前
少
管
少
化
合
相
同
に
よ
る

さ
ゐ
や
か
dq駅
前
が
館
内
を
つ
勺
み

S
し
た
.
そ
し
て
機
修
ι
A
?

ぬ
同
町
生
野
人
民
《
ピ
1
ト
た
け
し
の

x
u
E
6
・
"
に
お
招
き
し
.

『寓

t
山
と
本
と
内
伸
日
頃
塊
』
に
つ
い
て
お
訴
を
い
た
ど
さ
受

賞
罰
の
4
4

・
育
舎
と

b
に
事
ぴ
あ
ヲ
ニ
と
が
で
き
S
し
た
.

軍主旬旬工"P両院優賞."ワ取る・......'" 

'C;J:る

4・冨竃安門う富主菅柁嘩併・a
‘志"'..査霊'"

4‘.志.予pナつン.. 
司監 竃丹

.11S1:'1!Sl唱..陣ご・・.る辺自
濁葡ヲR・・墨・震を.，.，とし疋

..隻舗の".. 

局ーを
a盆.'ニ・)" ~ n.l'，! 1IIU"a)・

..主曾';Dfま少女e・:t'::u.:，J区るさの""~寂声

コニーク包トークで11擦を忽了さす".. ス究室砂

圃

富

t
山

lv-4と
自
然
環
鳴
に
つ
い
て
.

テ
レ
ビ
L
E
同
じ
〈
ユ
一
-17・
4
ト

タ

を
交
え
寝
倫
明
問
題
の
変
化
や
特
像
、

与
え

H
も
と
に
つ
い
て
掲
衆
を
魅
f
き

せ
め
-
M
V

句
、
高
士
山
の
息
み
の
水
や
自

然
を
次
借
一代
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
湯
治

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
.

大 E是

"'''大学敏被

北野



ー・仁して人.や大切~Jf.t-・い皐勺て"う土砂~・ 土石車、亀すべ')、 Þ"tt.ttli ど土砂~・の也とんどU. ，量

爾や大鷹がSっeけと'0て"ニ・)1す 11ヒ、11"'"・.てのようじ亀'でお会る‘・含φ、富金山犬沢刷のように・・が

問先する二とも"‘"す 二のようじi・..の危蹟也包JTIt~・大 Lているやで、・112省でU JJ!t-r土砂~・防止n

""と Lて土砂炭.の"ろc.、...じ聞拘Lた砂防・・"..割4骨量・ι知っていたFど〈ため4-T;;ペー:.-...‘Llした

4‘@格タム".. 

.，.主富市役刑ロピ

シ
ス
テ
白
色

セイフティーア γプ

g
n
b
 

、ミス
事
由」

伊
-
ゆ
お
り
一e
h

z
zEr
p
 

停

a尚
子

eι
即

-しい疋けの衝を行っさF侠漫 4・ヱ石派支.. 

佐蘭でPミ~!llt)lA
と蝿予ちゃん

Iti銅宣伝直に~る広.. .
~Uハ~O一札

6月宜自に富士宮市主JI岡掌町包邑t1_賠拍万々11.土砂世'閉

山 tト0--)凶ト 覇として、去る3同Z自に発生レ定 ・m巳よる工百

派14.α)j"をくいとの疋昆集り量購彪江を援策され'"した.

R、6月16白巳憾熔元の方々も四割民に見学され、砂崎直亜の・要さを

l1liしてい疋Eい疋ことと思い"'"..



富士砂S施工司修司区務所と働周."(1:， ZI包紀の社・.・盟Lて、'4'..l'てい〈べS富士山と・蟻の益、砂防・・の・・C7Il・

め方じ網 Lて‘織の細々な合野で着層されている方やヨF・・・・4障の方..勺のヒヤ '1〆夕、SABOMt， FUJ'..・金、富士

山大沢湖れ研究会.か勺のニ.見、ニ費量、 J二健実.事に 3つのテ マ.盆として乎威・ 2事(fか句鎗皐る富士山系にS場付る

1kn欠右本・・ 5箇隼肘.(.) ttリ.とめ1Lた

宿
上
山
大
沢
川
の
H

朝
双
地
材
策
と
し
て
避
砂
地
梅
線
の
信

太
な
ら
び
に
値
鴨
谷
凶
慣
に
お
い
て
は
内
鴨
川
原
嶋
崎
と
砂
防
伎
也
閉

め
闘
相
を
凶
q
t
uが
そ
臥
ダ
ム
m
w
v
a
m瓜
材
班
を
権
畠

し
ま
す

E

耐
正
門
野
ポ
刈
療
に
お
い
て

u
t
r
h泌
守
湖
、

地
震
、
火
山
喰
火
に
他
H
q
j
砂
災
市
の
安
全
緒
川
附
な
ら
び
に

快
適
会
社
会
答
盤
形
成
に
官

F
4
'る
た

め

勧

肪

ダ

ム

沈

砂
地
工
、
床
幽

E""の
砂
防
縮

aの
am績
を
市
民
指
し
て
い
き

富
士
山
大
黒
川
周
放
値
司
土
混
.
也
苦
悩司
ま
す
・
λ

術劇
m島
盤
の
鐙

4

司
巳
殴
・

a
e
a
h土
石

-
a
g
a
aH

〆'
備
と
し
て
人
訳
出
潮
れ
$
‘

高

1
山
附
辺
で
鑓
"
ー
す
る

i

砂
災
高
か
ら
人
命
と

q
同

を

F
る
た
め
降
水
処
慮
。
h
A

川

温

風

雪

C
ど
の
デ
ー
タ

紙
院
を
実
施
す
る
と
し
と
も
に

t
石
流
金
リ
ア
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工砂災脅から人命と笠置を守るため、 III成元年に工・・手し、
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富士砂防だより平成 91f.2f11日

E誌担匡A回す智真空

機関車の愛称 応募ハガキ . 

-ゃ.;;.-ステム及ぴ懐関曜専に御..処 御.".が~ リ a した 1，.iC追

して トさ、、.

.，宮t山 大沢崩れ育省上砂防の事業に御t見剛嘩dlJf/)リ
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ごI品1)ありヵ<>うございました.
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線a恵医院センヲ 白梅本

輔さ陪九占J柑 輔ささん
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rガんばれフジアザミ」の

原点を砂防学習の.I~
土井出小学韓日t量と静縄大学じよるフジアザミ櫨

首土砂防工・・掻所で1<1、甲成3茸置より富士山大沢

崩れ対策の鼠蛾圏直として、静伺I:I<~.壁、噌沢先生の

翻指尊御協刀のもとに橿生置元の足ガガりと8ることを

期時し、「フヲ戸ザミJ などの幅捜巳取り組んできまし~.

その置在ゆ檀鼠鼠践を行つEところ君、文民属状地スー

11一理院です.

甲成8年7月巳揮防を聾蝿し、大沢嵐山、植曹断面等

の酔織姫とフジ戸ザミ生育醐2区を股・<1るとともに、こ

の揖を砂防学曹ゾーンと也.~17、増沢先生と静岡大学
生の協力のもと巳地元主将出小学担児童により「フジ戸

ザミ」の橿裁を行いまし~.

戸「パソコンlIiインターネットJ部厳しようl I 

21世紀の控室を展盟レE也肪事援を革めるCあEり、構曜を広く提院し、繊々

芯卦野の万々と苅!i¥して、よりよい酷防事撲を推証することを国間巳事揖所E
関口ピーに1¥ソコンを股置し、事務所の案内やインターネットを樟鼠できるコー

ナを世置しましE.コナー利用時間1<1月曜日~壷陸自の午前8簡単かう午

後5簡までで写。買畦巳ご利用下さい。

インターネ y ト
http: www2. Shizuokanet.or.jp fujisabo 

室関"'"の'"，コ、 インターネット依..コーナー・

Ei _ l'~彊 L'::~iJ詞 ~:Ia {問い合せ尭} ・・憧曹'士砂勧工事事・冊
司1'''11..1:'''三..IfIlOO TEL O!;4~(灯時'"・.'0:.ヲ肉 音"、S怜 e 厄 aた災嘗体刷を衡しているおの FAX僑“《

情保健繍‘ j，.主主 I ， 
t追随先}富士・lu・・・嫡 t・g・-門官刈国..，関竃・..，・-で}
fi'0544 11)ち221( 内線516

..全盲...瞳.
干“ TEL 054，， (~IIO?3() 
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体
温
が
伝
わ
ワ
て
き
ま
し

p
z

今
山
々
の
荒
礎
M
V
進
ん
で
い
ま
す
・
で
ら
子
供

違
M

炉
、
昨
臼
ゐ
舎
と
の
進
一一克
の
大
浜
扇
状
地
に
7
3

ア
ザ
、
、
の
商
を
凶
鴫
え

aし
f
z
そ
れ
が
限
φ

撮
る
頃

弘
遣
は
あ
な
た
の
ず
む
と
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ

-
A

，
 

弘
U
A守
あ
な
た
と
ま
ヲ
す
〈
に
向
当
壬
曾
今
て
生

活
し
て
い
け
る
-也と
を
防
リ
に
思
勺
て
い
ま
す
・

今
日
も
あ

園
高
僚
主
の

ma

園
建

股

省

富

士

砂

防

エ

彦

事

務

所

長

賞

圃
岡
山
県
岡
山
市
岡
山
女
子
高
等
学
校

.

2
年

揺
れ
同

美

恕

笛

士

山

弘
L
Z

『
富
士
山
』
の
出
会
い
・
と
い
勺
て
ら
本
当

の
富
士
山

eま
だ
闘
え
た
ζ
と
が
な
い
・
だ
け
ど

富
士
山
に
は
恩
が
あ
る
・
今
日
は
お
礼
を
震
い
た
い
.

『
寓
士
山
へ
』

弘
が
初
の
て
富
士
山
を
知
勺
た
の
は
小
学
俊
三
年

生
だ
『
，

rz
脅
療
の
教
拘
寄
に
カ
ラ

で

銀
っ
て
い

た
富
士
山
を
u
え
て
可
宵
〈
て
大
き
な
山
だ
念
J

と

aqた
・
写
奥
の
圃
慨
に
は
『
富
士
山
』
と
い
う
歌
と

集
"
が
依
勺
で
い
て
限
集
中
に
箇
で
吹
〈
よ
と
に

生
勺
た
・
当
時
略
《
て
存
在
の
虜
い
a
M
V

司
富
士

山
』
を
欧
い
て
い
た
ら
先
生
M
V

コλ
で
吹
い
て

み
な
さ
い
』
と
曾
わ
仇
た
・
欧
〈
前
は
富
士
山

動
け
て
J
L
F一
忽
勺
た
・
患
い
な
が
ーり
必
死
で
吹
き
併

h
，
た
跨
タ
ラ
ス
の
人
M
V

『
す
げ
aa

富
士
山
を

吹
い
た
J
と
宵

A

っ
て
相
吉
ず
し
て
〈
h
u
た
・
日

頃

ほ

的
ら
れ
る

a'の
な
か
っ
F
GW凶
が
富
士
山
を
箆
で
欧
い

て
喜
ば
れ
た
・

a6事
ん
Hr--
そ
し
て
弘
は
心
の

や
で
司
富
士
山
ア
リ
，
ト
ウ
J

と
叫
ん
だ
・
『富

士
山
』
と
い
う
幽
を
吹
い
た
自
治
ら
少
し
ず
つ
機
監
視

的
に
会
勺
て
い
勺

ft二
ち
S
ヲ
と
大
げ
さ
か
な
・
》

お
金
M
V
貯
ま
ワ
た
均
富
士
山
金
、
本
織
の
富
士

山
を
見
に
行
〈
か
』
り
そ
の
H
e
a
で
『
日
本
一
の
山
』

で
い
て
く
だ
さ
い
.

き
ょ
う
令
、

-
成
人
の
節

園
富

士

宮

市

畳

貧

国
富
士
宮
市
安
居
山

石
川
タ
ツ
子

夕
映
え
の
富
士
山

「
晴
れ
た
日
に
は
富
士
山
が
見
え
る
・
あ
の
山
の

向
ζ
う
に
れ
お
れ
の
家
が
あ
る
の
だ
と
思
い
な
が
ら

い
つ
も
検
め
て
い
る
J

二
+
与
絡
網
繍
掃
献
で
創
平
副
聞
の
学
生
生
活
を
送

ラ
た
息
子
か
ら
の
ハ
グ
キ
で
す
・
よ
札
を
疎
ん

P
6

U
涙
で
ネ
が
か
す
み
ま
し
た
.
と
い
う
の
は
、
特
別

の
患
い
人
仇
が
‘
旬
、
た
か
ら
で
す
・
昭
相
=
十
五
年

弘
は
続
問
中
の
石
川
家
に
予
灘
保
か
竺
患
い
で
き
参

し
た
よ
い
つ
か
京
米
民
引
き
上
げ
る
}
合
会
書
藁
に

み
ん
立
で
が
ん
ば
リ
ま
し
F
Z
岡
本

司
の
あ
な
た
の

膝
-X
に
往
み
な
が
ら
あ
な
た
の
本
当
の
爽
し
さ
を

ゆ
勺
〈

q
E
貧
す
る
心
の
命
と

9
6な
〈
日
々
が

過
ぢ
て
い
き
ま
す
・
そ
ん
な
あ
る
日
典
。
臼
に
宥

化
鍵
し
た
ゐ
立
た
が
タ
白
金
全
身
に
浴
ぴ
て
そ
れ

は
突
し
〈
朱
色
に
鱒
い
て
い
る
の
を
処
た
の
で
す
・

ひ
と
際
事
い
市
上
の
ゐ
た
リ
か
そ
ふ

b
と
の
町
ま

で
の
ほ
か
し
の
色
の
見
事
さ
に
呆
然
と
立
ら
す
〈

ん
で
い
ま
し

r--全
身
が
硬
直
す
る
ほ
ど
の
・
恩
納
で

し
た
・
そ
の
瞬
間
弘
M
東
京
ヘ
引
き
上
げ
る
の
は

や
め
よ
う
と
決
心
し
た
の
で
す
・
2
-ん
な
に
曳
し
い

あ

eた
の
い
る
町

eh鮮
の
権
家
に
し
砂
う
・
そ
し
て

子
供
た
%
の
古
里
に
し
て
や
リ
た
い
L

ぞ
う
4
に
冨

っ
た
弘
は
、

-
R
父
に
、
一
』
ヰ
に
住
み
ま
し
孟
一
方
』
と

お
箇
聞
い
し
ま
し
f
zあ
の
略
家
京
へ
場
勺
て
い
た
句
、

息
子
は
古
墨
色
締
た
ず
冒
須
の
ハ
a
M
キ
は
・
付

2

8
q
た
で
し

aう
一
・
そ
れ
を
思
う
と
し
み
じ
み
と

よ
か
勺
た
な
あ
と
い
ヲ
の
が
実
感
で
す
・
御
血
管
お
大

切
に
し
て
・

ま
す
b
.



妙。，

満

寿
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• 

『
富
士
山
の
絵
」

寸

ιへ
の
手
紙
』

'&¥土砂防だより

幼
児
の
部

t
小
学
生
の
舗
で
は
、
自
由
さ
と
発
車
の
意
外
性
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、

す
る
〈
ら
い
ユ
二
!
ク
伝
作
品
が
あ
り
ま
し
た
.

幼
児
の
綿
の
級
優
秀
作
品
以
東
に
明
解
に
市
上
山
を
必
刷
慨
し
な
が
ら
、
お
色
し
ゐ
い
彩
に

な
っ
て
い
ま
す
.
ま
た
、
中
押
し
に
舞
勺
て
い
る
必
の
よ
う
な
ら
の
の
彩
の
不
思
描
さ
に
も
引
か
れ

ま
す
し
全
体
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
作
品
で
す
.

小
学
生
の
部
の
最
優
秀
作
品
は
牛
k
m
bわ
れ
る
動
物
と
広
士
山
と
の
縦
み
合
わ
せ
、
ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク
な
動
物
を
手
前
に
色
っ
て
き
て
地
面
を
摘
み
M

な
い
術
聞
が

t
て
も
斬
新
で
す
・
色

は
広
士
山
と
し
て
は
や
や
暗
い
印
旗
が
あ
り
ま
す
が
‘
在
右
そ
叡
妙
に
塗
り
分
げ
味
わ
い
の

あ
る
色
調
k
な
っ
C
い
て
、
感
心
し
ま
し
た
.

中
学
生
の
絡
は
.
写
真
や
舷
は
が
き
舎
参
考
仁
し
て
‘
写
実
的
仁
錨

t
た
も
の
が
ひ
と
つ
の

傾
向
'と
し
て
且
ら
れ
ニ
の
生
か
に
も
佼
術
的
じ
上
予
で
、
車
外
性
や
力
強
き
の
あ
る
お
も
し

ろ
い
作
品
も
あ
り
ま
し
た
.
必
優
秀
作
品
は
、
写
克

t
は
契
れ
切
り
.
ロ
マ
ン
が
あ
り
‘
幻
思
的

で

夢
町
中
の
w
川
上
山
を
感
じ
さ
ぜ
ま
す
.
技
術
的
に
も
悔
い
如
刊
紙
伝
小
き
〈
ち
ぎ

っ
て
殺
り

付

リ

さ

ら

に

そ
の

t
か
ら
色
ぞ
喰
毛
色
い
う
中
学
生
'と
し
て
は
高
度
な
帥
伐
採
を
使
っ
て
い
て

た
い
へ
ん
雌
慣
れ
て
い
ま
す
.

か
剛
被
生
の
地
優
秀
作
品
は
機
い
色
彩
会
何
圃
a
b

喰
り
置
む
る
・』
と
に
よ
勺
て
透
明
盛
を
生

み
出
し
、
高
士
山
の
も
っ
て
い
る
み
ず
み
ず
し
さ
を
表
製
し
て
い
ま
す
.
高
士
山
令
民
ん
中
に

ポ
コ
ン
と
繍
い
た
た
め
単
調
に
忠
わ
れ
る
か
ら
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
仕
〈
光
に
よ
っ

て
山
肌
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
〈
健

f
を
感
覚
的
に
・フ
ま
〈

t
ら
え
て
い
ま
す
.
高
校
生
の

部
は
わ
ず
カ
八
点
の
応
修
で
し
だ
の
で
‘
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か
勺
た
の
?
す
が
‘

ニ
の

佐
は
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
.

審
査
で
陪
千
六
百
七
十

一
点
の
全
て
の
作
品
全
且
さ
せ

τも
ら
い
ま
し
た
が
町
選
に
も
れ
た

作
品
の
中
に
も
‘
世
れ
た
お
も
し
ろ
い
作
品
が
あ
り
ま
し
た
・
色
〈
に
優
秀
作
品
と
級
優
秀
ー
と

は
MV
乙
つ
け
が
た
い

k
--み
で
し
た
.

富
士
山

t
い
フ
主
民
主
的
に
と
ら
え
る
こ

t
dv多
〈
、
ぞ
う

L
う
作
品
も
あ
り
ま
し
た
が
‘

今
回
の
コ
ン
タ

l
h
w
で

は

ひ

t
つ
の
山
を
こ
れ
だ
げ
多
憾
に
み
れ
活
各
ん
が
表
挺
さ
れ
た
と
い

う
よ
と
舎
と
り
あ
げ
て
も
‘
大
き
生
畠
絡
が
あ
り
.
非
常
に
よ
い
結
援
だ
勺
た

t
mい
ま
す
.

小
官
主
の
甜
り
地
優
秀
作
品
は
、
富
士
山
の
ふ
も
と
市
上
一
倍
に
住
み
術
上
山
に
世
勺
た
時

の
体
験
宕
溢
し
て
官
士
山
色
白
熊
へ

の
感
謝
の
白
川
持
ら
左胸
v
k探
究
心
が
ぶ
瓜
に
ぷ
剖
ち
れ
、

と
て
む
す
が
す
が
し
い

T
紙
で
し
た
.

中
学
生
の
却
り
H
M

優
秀
作
品
は
市
上
山
t

H

刈
舗
を
し
て
い
る
俗
伝
ぞ
し
て
市
L
h
山
内
具

し
き
雄
大
さ
や
き
し
き
厳
し
さ
が
必
む
人
の
心
に
伝
わ
っ
て
〈
る
よ
う
伝
ぷ
晴
ら
し
い

手
紙
で
、
ぇ
、
富
士
山
を
‘
自
然
令
白
分
遣
の
予
で
宇
つ

τ付
守
で
ヲ
と
い
う
坑
持
ち
が
あ

T
れ

で
て
〈
る
よ
う
伝
作
品
で
す
.

尚
校
生
町
怖
の
級
優
秀
作
品
は
浦
上
山
会
見
た
-
』
と
の
生
し
γ

作
自
が
小
学
定
の
・

-
h
体
験
し

た、

一
見
小
志
位

「
“
士
山
と
の
問
わ
り
』

t
作
何
の
そ
の
後
の
Hm神
耐
へ
の
大
き
れ私
膨
"
と

が
、
ぷ
也
に
乎
紙
と
し
て
ぷ
製
さ
れ
て
い
ま
す
.

成
人
的
錦
町
畳
峰
秀
作
品
は
‘
日
本
に
住
ん
で
い
る
人
な
ら

一
度
は
唱
え
た
こ
と
が
あ
る

同
士
山
へ
の
憧
れ
が
咽
争
に
よ
勺
て
開
閉
に
実
現

L
P過
程
を
牢
え
て

E
か
れ
て
お
り

.
4ん

で
hv
る
人
に
共
感
を
早
え
ま
す
.

自
i
山
へ
の
子
紙
で
は
、
富
士
山
へ
の
時
い
思
い
や
あ
こ
が
れ
.
守
的
上
山
と
人
生
と
の
問

b

り
‘
合
ら
に
は
術
』
山
会

E
し
〈
守
り
た
い

t
い
う
坑
伴
ち
が
よ
〈
分
か
る

F
紙
が
よ
せ

ι
つれ
、
応
募
さ
れ
た
全
て
金
読
む
二
色
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

非
常
に
感
動
的
伝

T

紙
が
数
多
〈
あ
り
ま
し
た
.
た

だ

市

k
山

へ
の
巴
い
が
強
す
ぎ
る
た
め
か

.
J品来
ル
飾

り
す
ぎ
た
予
紙
が
多
か
今
た
よ
う
で
す
・
文

取
も
よ
《
で
き
て
い
て
小
臨

t
し
て
み
れ
ば

お
ら
し
ゐ

L
で
し
ょ
う
が
、
以
上
山
は

ha通

信

A
r
.
tい
う
乱

持

ち

で

色

?
と
〈
だ

リ
て
、
S
也
勺
と
ス
ト

レ
ー
ト
に

F
紙
舎
川
し

て
も
ぬ
か
勺
た
の
で
は
伝
い
で
し
ょ
う
か
・

び
つ
〈
り
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